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芸発が終わったら、急に冷え込んできましたね。風邪やインフル

に負けない体力・気力大事ですね。まずは良質の睡眠と栄養かな？ 

チョコレート・ピース 青山美智子著 ﾏｶﾞｼﾞﾝﾊｳｽ  2025 

 12種類のチョコレートがもたらす 12対の物語。

「チョコレートの原材料はカカオですが、素材の時

点では何になるのか、行く末は決まっていないわけ

ですよね。高級 1粒ショコラになるかもしれない

し、キットカットになるかもしれない。そんな行く

末の不確かさが人間ぽくもあり、人生のようだなと

思ったら、アイディアが湧いてきたんです」というのが著者の言

葉。あとがきに代えてーエッセイ「ふたつのチョコレート」がまた

秀逸。世の片思いの少年少女に読んでほしい…かも。 

中三・ラプソディ   花里真希著  講談社  2025 

季里は、祖母、母との 3人暮らし。幼い時に父親が

失踪し、以来父のことは禁句。母を失う恐怖からか、

母に認めてほしくていつも全力投球。2 学期のある

日、クラスは合唱コンの話し合いが始まる。優等生

なのに、実は音痴！ばれないように指揮者に立候補

しようと思っていたら、クラス一大人しい男子が思

い切って手をあげ、さらには彼が推薦する「ボヘミアン・ラプソデ

ィ」が自由曲に決定。パートリーダになった季里は「魔王」と呼ば

れるピアノ伴奏の杉浦さんに助けを求めた。そして、自分の思いを

まっすぐに口にする杉浦さんと親しくなり気づいた。自分が母の希

望をいつも優先し、自分の思いをないがしろにしていたことを！ 

『わたしの Be：書くたびうまれる』佐藤いつ子著 KADOKAWA  2025 

高校生になった文香は、地味な自分をイメチェン

たい。書道部にいるのも、自分のとりえはそれぐ

らいしかないという消去法で選んだにすぎない。

ところが、その地味な書道部に、端正な顔立ちの

佑京が入部。たちまち恋心をいだくが、自分に自

信がない文香は、恋心を封印。ところが、佑京の

真剣に書に向き合う姿に感化され、書道の魅力にあらためて気づ

く。文化祭では大役をまかされ仲間と共に練習に励む。そんな時、

一大事が！「ルッキズム」がテーマの意欲作！  

『雨雲の集まるとき』 ベッシー・ヘッド著 雨雲出版 2025 

アパルトヘイト時代の南アフリカ共和国で、青年

マカヤが隣国ボツアナに亡命を試みる。政治犯と

してとらわれていた過去を持つマカヤは、白人に

差別され、搾取される南アフリカの暮らしに別れ

をつげ、自由な天地で暮らしたいと考えたのだ。

ところが国境を越えてもそこには、部族間の差別

があり、女性への蔑視が存在した。マカヤが偶然

暮らし始めた村では、英国人青年ギルバートが貧困に苦しむこの国

で新しい農業を根付かせようと孤軍奮闘をしていた。1968年に出

版されたベッシー・ヘッドの最初の長編小説が今、初めて邦訳での

出版。この本には、時代を経ても褪せない根源的問いが凝縮。 
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『いま、日本は戦争をしている』絵と文 堀川理万子 小峰書店 

今年は戦後 80年です。先の大戦を知るのは、当時

子どもだった人で、それも 80代、90代となってい

ます。この本は、戦禍にあった幼い日の記憶を、著

者の堀川理万子さんが、現地に尋ね聞き取って、絵

と文にしました。途中何度も描きなおした絵も多

かったと聞いています。17 人の方がインタビュー

に答えたくれていますが、そのうち 4 人の方が、本の出版を待たず

に亡くなられたそうです。安心できる家で、信頼できる大人の保護

のもとで、ゆっくりと大人になる人生が、「戦争」によって打ち砕か

れたこの時代の子どもたち。でも、そんな時代でも一瞬の楽しみや

喜びを見出せるのも子どものたくましさ！ぜひ手に取って下さい。 

『自分を信じる勇気』 岩井俊憲著 誠文堂新光社 2025 

自信がない…誰しも感じたことがある感情ではな

いでしょうか？この本は、10代のためのアドラー心

理学の本です。自信とは、“自分を信じる力”（self-

Confidence）です。アドラーは、「できるかどうか」

ではなくて、「やってみようという勇気がもてるか

どうか」だと言います。やってみようと思う勇気が、

自信の芽となり、自分自身が変わっていく。「今のままの君でいいよ」

と今のあなたを肯定する本ではなく、考え方を変えると、人生の見

方が変わり、君自身も変わっていくよ、と伝えてくれる本です。 

『言語学者、生成 AIを危ぶむ』 川原繁人著 朝日新書 2025 

この本を読んで、生成 AIがこんなにも電力を消費

していることに無自覚だった自分を反省。AIが奪う

のは仕事ではなくて電気！というニュースもありま

した。言語学者の著者が懸念しているのは、赤ちゃ

んが言語を獲得していく過程と、生成 AIが言語を

獲得していく過程は全く違うことでした。我が子に

おしゃべりアプリを与えて、親はスマホに夢中…だ

ったら問題です。赤ちゃんにちゃんと人が関わりつつ新製品を与え

てみた程度なら、そこまで危惧しなくてもとも。それより電力の消

費量が気になりました。生きるために絶対必要なのか、生成 AI

は？そこまで電力を消費しない人間が考えた方がよくないですか？ 

『「人それぞれ」がさみしい』 石田光規著 ちくまプリマー新書 

79回生が、夏に新書を読むという課題があったの

で、図書館になかった新書を入れたうちの 1冊で

す。今は多様性の時代。「人それぞれだよね」と、

他の人の考えや生き方に口を挟まなかったり、対立

を避けて、自分の意見を言わない…ということはよ

くある気がします。著者は、それは「やさしく・冷

たい」人間関係ではないかと考えます。つまり考えの異なる者同士

が本音で語り合わず、内面に深く踏み込むのを避けようとする側面

があるからです。著者は言います。物質的な豊かさを手に入れ、個

を尊重する思想が広まってたかだか 50年、私たちはまだそんな世

界に生きる術を十分わかってはいないので、これからも試行錯誤、

相手を尊重しつつ、寂しくはない生き方を見つけるために、対話を

繰り返していこうと。それこそが、寂しさからの脱却かも。 

 



10 月にはいった本の一部です。 

 

目黒寄生虫館事務長 亀谷誓一さんをお迎えしてのＢｏｏｋ Ｃａｆｅ 開催！ 

11月 10日（月） 終礼終了後 （約 1時間半の予定です。） 

本校の卒業生亀谷誓一さんの祖父で、寄生虫学者として高名

な亀谷了氏が、私財を投じて目黒寄生虫館を創設したのは 1953

年のこと。孫の誓一さんは、中学時代から生物がそこまで好き（得意？）にな

れず、祖父の期待から逃れてアメリカへ語学留学（ご本人の弁）、そこで学ん

だのが博物館学だったそうです。結果的にそれが今に役立ち、目黒寄生虫館の

事務長をされています。今回は、学生時代に図書館については学ぶのに、博物

館について学ぶ機会がないのはとても残念と、中学生相手に、お話をしてくだ

さることになりました。どんなお話が飛び出すかとても楽しみです。参加したい方は、図書館カ

ウンターもしくはクラスの図書委員まで申し込んでください。（申込締切は 11/7）ブックカフェ

なので、もちろんあったかい飲み物も用意しています。 

 

後期図書委員会始動！ “図書委員は信じた道をゆく” 

今後の予定ですが、中庭ブックカフェ番外編のほかに、文学カフェ『雨雲のあつまるとき』を

企画中です。この本の翻訳者、横山仁美さんは、学生時代に出会ったベッシー・ヘッドに魅了さ

れ、どうしてもこの本を世に出したくて、あちこちの出版社にあたるも叶わず。遂に自分で訳し

て、自分で出版社を立ち上げたという方です。なんと熱い方でしょう。本も読んで欲しいです

が、横山さんの今日に至る話を伺うだけでも価値があると思いませんか。さらには、昨年まで世

中の技術科の先生で、この春から専業主夫兼マタギになった黒田先生をお呼びしてのブックカフ

ェも実現したいです。お楽しみに！ 

皆さんに協力を呼び掛けた「１０代がえらぶ海外文学大賞」がいよいよ結果発表！この企画

が、このイベントをきっかけに、海外文学を中高生に手に取ってほしいという願いから始まった

もの。ということで、大賞は、『ソリアを森へ』、特別賞が、『闇に願いを』です。ノミネート作

品や、寄せられた感想などが読める特設コーナーを１１月につくります。ぜひ海外文学を読んだ

ことがない人は、これからでいいので、手に取ってほしいです。 

79 回生 国語 新書を分類し

よう！ 

夏休みの課題で、新書を１冊読んだ

79 回生。本の書影を全員分用意し、

班ごとに分類してみました。どうい

う基準で分けるかを皆知恵を絞って

いましたが、楽しそうでした。 

 

77 回生家庭科 絵本で考える幼

児の成長 

77 回生は、家庭科の教員免許もお持

ちの元附属世田谷小学校司書の吉岡

先生に保育単元の授業を受けていま

す。懐かしい絵本を前に幼児の成長

について学んでいます。この機会に、

ぜひ絵本の魅力も再発見してくださ

いね。 

 

79回生 美術「言葉の獣」 

図書館や美術室の前に飾ってあるの

が、76 回生による「言葉の獣」たち。

ユニークな想像上の獣たちがたくさ

ん！今回は 79 回生が挑戦。先日は、

言葉を採取に、図書館にやってきま

した。今年はどんな獣に会えるか、と

ても楽しみです。ちなみに、フェリペ

先生がインスピレーションを受けた

『言葉の獣』の 3 巻、入荷しました！ 

登録番号 NDC 書 名  著者名１ 出 版 者 

040525 140 最強に面白い心理学 横田正夫 監修 ニュートンプレス 

040521 〃 生きづらさはどこから来るか 石川幹人 著 筑摩書房 

040520 159  人生にコンセプトを 澤田智洋 著 筑摩書房 

040522 219 ひめゆりの沖縄戦 伊波園子 著 岩波書店 

040545 369 つながりのことば学 齋藤陽道 著 NHK出版 

040516 371 居場所がほしい 浅見直輝 著 岩波書店 

040304 383 有職食文化図鑑 八條忠基 著 平凡社 

040536 〃 おしゃれ文化史 ポーラ文化研究所 著 秀明大学出版会 

040511 〃 化粧の日本史 山村博美 著 吉川弘文館 

040534 〃 神話・伝説・伝承世界の魔法道具大事典 テレサ・ベイン 著 原書房 

040514 425 光と色彩の科学 齋藤勝裕 著 講談社 

040541 486 食べられる虫ハンドブック 内山昭一 監修 自由国民社 

040540 491 食べるのが楽しくなる口のひみつ 今泉忠明 監修 創元社 

040537 525 ずかん石積み 真田純子 監修 技術評論社 

040515 780 最新のスポーツ科学で強くなる! 後藤一成 著 筑摩書房 

040523 830 英語に好かれるとっておきの方法 横山カズ 著 岩波書店 

040535 902 世界文学の名作を「最短」で読む 栩木伸明 編訳 筑摩書房 

040531 930  小泉八雲 田部隆次 著 中央公論新社 

040543 943 雑種 ﾌﾗﾝﾂ･ｶﾌｶ 著 のどまる堂 

こ
んな
ことやってます！


